
第３学年 ３学期期末テスト出題範囲  

２月１日（木）実施 

時間・教科 学習のポイント   出題範囲 提出物・期限 

１

限 

国

語 

【多角的に分析して書こう】 

批評文の書き方を復習しておきましょう。 

【初恋】 

作者についての理解を深めておきましょう。 

【和歌の世界】【古今和歌集 仮名序】 

【君待つと―万葉・古今・新古今】 

万葉集、古今和歌集、新古今和歌集それぞれの 

特徴を押さえておきましょう。また、和歌から 

情景を思い浮かべられるようにしておきましょ 

う。表現技法の確認もしておきましょう。 

【夏草―「おくのほそ道」から】 

作者についての理解を深めておきましょう。古 

文を現代語訳できるようにしておきましょう。 

【誰かの代わりに】 

筆者の考える「自立」について説明できるよう 

にしておきましょう。 

 

◇教科書 国語３ 

P.130～134 

P.140～141 

P.144～161 

P.166～171 

◇たびたび漢字練習帳 

P.50～51 

P.54～67 

◇国語スイッチ 

P.108 

P.110～155 

P.157～162 
※P.160～162 は教科書

の範囲に載っていません

が、今までの復習になるた

めテスト範囲とします。 

♢朝学で使用したワーク 
「語句・文法・古典の基礎練習帳」 

全部のページ 

♢単元テストプリント 

 11～14 

○書きこみノート 

P.56(該当箇所) 

P.57～78 

P.80～82 

 

提出締切日 

2 月 1 日（木） 

※国語係さんは帰

りまでに集め、名

簿順に並べて各ク

ラスの配膳台の上

に置いておいてく

ださい。（閉じたま

までよい） 

※やっていない箇

所がある、○つけ

のし忘れは未提出

と同じ扱いです。

提出前に確認する

ようにしましょ

う。 

２

限 

数

学 

〇５章は相似比，面積比，体積比を使った問題

を中心に出題します。 

〇円の性質を使ってさまざまな図形の角度を求

められるようにしましょう。 

〇証明問題は，穴埋め形式で出題します。 

〇三平方の定理を用いて，さまざまな図形の線

分の長さを求められるようにしましょう。 

〇図形の性質や定理を利用した応用問題を多く

解いて慣れておきましょう。 

◇教科書 P120～P201 

・５章  図形と相似 

・６章 円の性質 

・７章 三平方の定理 

数友 該当範囲 

※当日，定規とコンパスは

必要ありません。 

なし 

３

限 

社

会 

○公民 

 ・記号で答える問いを出題します。 

 ・図や表と語句を結びつけておきましょう。 

  

○地歴 

 ・入試に近い問題を出題します。 

 ・公立の出題パターンを確認しておきましょう。 

◇公民 

教科書 

Ｐ１３０～最後まで 

 

◇地歴 

全範囲 

なし 



４

限 

理

科 

○重要語句は、教科書表記で正しく書けるよう

にしましょう。（漢字は漢字、カタカナはカタ

カナ）※漢字指定あり 

○ワークや単元テスト問題を復習しましょう。 

○中和の仕組みを理解しましょう。 

○天体の日周運動・年周運動の仕組みを理解し

ておきましょう。 

〇太陽系天体について確認しておきましょう。 

〇単元６の範囲に関しては、それに関する実力

問題（1・2・3年の復習）も出題します。 

※教科書 P198～P283の範囲で８割程度、単元６

とそれに関する実力問題で２割程度出題） 

◇教科書 P198～311 

◇理科の学習  

 P76～121 

  ※P121 ３を除く 

◇単元テスト 

◇授業中配付したプリント 

（実験プリント・入試問題プリント） 

◇理科便覧 該当範囲 

なし 

５

限 

英

語 

〇これまで習った Key Sentenceの英文の構造や

用法を理解し、書けるようにしておこう。 

〇教科書、ワークの文を見直しておこう。 

〇ワークの問題を解けるようにしておこう。 

〇範囲 New Words（単語と表現）を書けるよう

にしておこう。 

〇リスニング問題あり。 

〇教科書・ワークに載っていない文や読み取り

問題も出題します。 

◇教科書 

 P９８～P１１３ 

ワーク  

下 P５１～P７２ 

ワーク 

下 P７２まで 

２月１日(木)

テスト後 

〇英語係さんは

帰りまでに集め、

名簿順にして各

クラスの配膳台

の上に置いてく

ださい。 

 

 中学校生活最後のテストです。まとめや復習をしっかりして

臨みましょう。また、３年生の学習を精一杯取り組むことは、

２月の入試にも、４月からの新たなスタートにもつながります。

自分の未来のために精一杯取り組みましょう。 


